
地区発足10周年記念行事
各団目標設定

地区発足10周年記念行事実行委員会



地区10周年の基本テーマ
次の10年後を見据えて私たちが行うこと

行動テーマ（サブテーマ）
①地域連携推進
②SDGs行動推進



各団目標設定
武蔵野第１団 小金井第１団

国分寺第2団三鷹第１団

三鷹第2団

三鷹第3団

小金井第2団

小金井第4団

国分寺第１団 調布第２団

調布第3団

調布第6団

調布第9団

調布第10団

狛江第１団

狛江第3団

狛江第5団府中第１団

府中第2団

府中第6団



武蔵野第１団

xx

長期活動方針

xx

2022年3月末までの活動目標

xx

xx

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

Name

未提出



2022年3月末までの活動目標：

武蔵野第１団 Name

xx

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１

２

３

４

未提出



三鷹第1団

新型コロナウイルス感染禍の中でのスカウト増員と団組織の充実化、及び、スカウト
活動の活性化を目指す

長期活動方針

団としての募集活動を定例的に体験会として実施し地域のビーバースカウト年代の保
護者に存在をアピールしていく。

2022年3月末までの活動目標

ビーバースカウト隊、カブスカウト隊の活動の活性化に注力する。

ビーバースカウト隊・カブスカウト隊・ボーイスカウト隊・ベンチャースカウト隊の
活動の活性化に注力する

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

五十畑 康則



No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ 指導者のスキル向上 2021年12月 70% 研修所、実修所の修了

２ 体験プログラムの策定 2022年2月 60% 実施計画、予行演習

３
地域の幼稚園や学校との連
携

2022年3月 80% 学校長等との面談による趣旨説明

４ 保護者へのアピール 2022年3月 90% 口コミでの体験会への誘導

2022年3月末までの活動目標：

三鷹第1団 五十畑 康則

団としての募集活動を定例的に体験会として実施し地域のビーバースカウト年代の保
護者に存在をアピールしていく。



三鷹第２団

新規入団スカウト数の確保

長期活動方針

地域の児童・園児を対象とした「体験イベント」の開催

2022年3月末までの活動目標

地域の児童・園児を対象とした、SDGsをテーマにした「体験イベント」の開催

地域の児童・園児を対象とした、SDGsをテーマにした「体験イベント」の開催

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

大山義幸



2022年3月末までの活動目標：

三鷹第２団 大山義幸

地域の児童・園児を対象とした「体験イベント」の開催

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１

ボーイスカウト体験イベン
トの開催

2022/3/31 80% 募集イベント活動終了時点で保護者へ感想
や意向などを尋ね、入団への興味を示して
くれた保護者・子どもへのフォローをしっ
かりと行い入団へと繋げる。

２
スカウト募集の地域社会(コ
ミュニティーセンター、町
内会、小学校)へのアピール

2022/3/31 80%

持ち帰り用チラシの減り具合を定期的に
チェックし、団への詳しい説明要求の問い
合わせなどがあった場合は敏速に対応し、
仮入隊が見込まれる時点で完了とする。



三鷹第3団

スカウト数を増やそう

長期活動方針

スカウトをふやす2021年。 スカウト5名
地域全域に募集の広報活動を実施する

2022年3月末までの活動目標

スカウトと指導者をふやそう。スカウト10名、指導者3名

スカウト数10名

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

椋尾元澄



2022年3月末までの活動目標：

スカウトをふやす2021年。 スカウト5名
地域全域に募集の広報活動を実施する

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ 広報メンバーと役割 2021/8/1 人員の選出と役割の明確化

２ 広報活動の検討 2021/9/1
実施要綱を団委員会の承認を得る。実施
案・実行計画書を作成する

３ 広報内容の検討 2021/9/1 チラシ、ポスターなどの作成

４ 行動実施 2021/10/1 活動の開始

5 振り返り 2021/12/1 効果の確認を団委員会で実施する

6 広報の再配布 2022/3/1 重点箇所への配布

三鷹第3団 椋尾元澄



小金井第１団

① 地域連携推進を意識したスカウト活動の展開を図る
② SDG ｓ行動推進を定着させる

長期活動方針

① 団、隊として活動方針・内容を設定し、まず１テーマを実施
② SDGs行動推進を定着させる

2022年3月末までの活動目標

① 隊としての地域連携への取り組み方を広げる
団として地域連携推進プログラムの計画、実施

② 団、隊として取組み方針・方法を設定し、ＳＤＧｓに関してまず実施

① 地域連携プログラムの定着
団としてSDGsを含めた地域連携推進プログラムの計画、実施

② 団としてＳＤＧｓを取り込んだ地域連携プログラムを計画、実施

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

宝妻博



2022年3月末までの活動目標：

小金井第１団 宝妻博

団、隊として活動方針・内容を設定し、まず１テーマを実施

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ 進め方協議 2021/7/31 団全体、隊毎の進め方を協議

２ 課題設定 2021/9/30 団および隊毎の今年度課題設定

３ 課題実施 2022/2/28 今年度課題を実施

４ 2021年度評価 2022/3/31 100%
今年度の実施報告、反省を行い、次年度以
降の計画を見直す



小金井第2団

N/A

長期活動方針

地域団体との共同作業

2022年3月末までの活動目標

スカウト行事への参加広報（ゴミ拾い）

スカウト行事への参加広報

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

市川智久



2022年3月末までの活動目標：

小金井第2団 市川智久

地域団体との共同作業

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ 玉川上水清掃継続 2020.2021はコロナで中止

２ 敬老の日奉仕 継続 2020.2021はコロナで中止

３
団行事（秋季収穫祭）参加
広報

2021/11/30
小金井神社かがり火奉仕（活動場所提供お
礼）

４
年末に活動
お焚き上げ品分別（可燃・不燃）



小金井第４団

地域貢献をすることによりスカウト活動を認知させる。

長期活動方針

地域貢献活動を団で実施する

2022年3月末までの活動目標

スカウト活動の一環として日常において、地域と繋がる活動をする。

スカウト活動の一環として地域貢献できるプログラムを実施する。

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

近藤剛民



2022年3月末までの活動目標：

小金井第４団 近藤剛民

地域貢献活動を団で実施する

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ 検討メンバーの選出 2021/08末 10% 各方面から選出しメンバーを決める。

２ 実施案の検討 2021/09末 20% 実施計画案を作成し団委員会に提出する。

３ 実施に向けた取り組み 2021/10末 40% 実施計画書を作成し団委員会に提出する。

４ 行事実施 2022/2末 90% 実施計画書に基づき活動を実施する。

5 評価反省 2022/03末 100%
実施後に評価・反省を行い報告書を団委
員会に提出する。



国分寺第1団

歴史と文化の象徴でもあり、地域の人たちの憩いの場、そして「誇り」である武蔵国
分寺・金堂跡・七重の塔跡・お鷹の道の景観を守る清掃作業を通し、ボーイスカウト
運動への理解と参加を促し団員の増員を図る

長期活動方針

制服着用スカウトが地域景観の保全・清掃に努めることにより、ボーイスカウト運動
への理解と参加を促し団員3名の増員を図る

2022年3月末までの活動目標

制服着用スカウトが地域景観の保全・清掃に努めることにより、ボーイスカウト運動
への理解と参加を促し団員3名の増員を図る

制服着用スカウトが地域景観の保全・清掃に努めることにより、ボーイスカウト運動
への理解と参加を促し団員3名の増員を図る

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

鈴木真人



2022年3月末までの活動目標：

国分寺第1団 鈴木真人

制服着用スカウトが地域景観の保全・清掃に努めることにより、ボーイスカウト運動
への理解と参加を促し団員3名の増員を図る

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ 実施計画の策定 2021/09末 15% 実施計画書を作成し団会議に提出する

２ 清掃活動実施 第1回 2021/10末 40% 実施計画に基づき清掃活動を行う

３ 清掃活動実施 第2回 2021/12末 65% 実施計画に基づき清掃活動を行う

４ 清掃活動実施 第3回 2022/02末 90% 実施計画に基づき清掃活動を行う

5 評価反省 2022/03末 100%
目標に対する評価反省を行い、報告書を団
会議に報告する



国分寺第２団

スカウト活動にSDGsを取り入れ地域公開の場で発表する。

長期活動方針

SDGsを取り上げた団行事を実施する。

2022年3月末までの活動目標

SDGsを取り上げたスカウト活動を公開団行事で発表する。

地区行政イベントに企画段階から参画し、SDGsの取り組み結果をスカウトが発表す
る。

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

大井康裕



2022年3月末までの活動目標：

国分寺第２団 大井康裕

SDGsを取り上げた団行事を実施する

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１
団会議で活動方針のたたき
台を提示し、団の基本合意
を得る。

2021/7/31 15%
取り込み方針、目標、計画を地区に提出す
る。

２
スカウト活動で取り組む
SDGsのテーマ候補を選出
する。

2021/9/30 30%
テーマが決定され、活動の手法、保護者(ア
ダルトリソーシス)を含めた推進体制、スケ
ジュールが提示されている。

３
取り組むSDGsテーマのス
カウトへの展開

2022/1/31 60%

VS SSスカウトが取り組むSDGsテーマに
ついて、ディベートを通じて考えを提示し、
これをCS BVスカウトに隊集会で伝えられ
ている。

４
BP祭にてSDGsの取り組み
の団内発表を行い、2021年
度の評価、反省を行う。

2022/2/28 100%
目標に対する評価反省を行い、報告書を団
会議に報告する



調布第2団

xx

長期活動方針

xx

2022年3月末までの活動目標

xx

xx

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

Name

未提出



2022年3月末までの活動目標：

調布第2団 Name

xx

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１

２

３

４

未提出



調布第3団

地域との連携を深める

長期活動方針

入隊体験説明会への参加者を増やす／地域の子供たちにアウトドア体験をしてもらう

2022年3月末までの活動目標

スカウトの確保、新指導者の確保、地域のイベントに積極的に参加

スカウトの確保、指導者のレベルアップ、地域に密着した活動

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

阿部健一郎



2022年3月末までの活動目標：

調布第3団 阿部健一郎

入隊体験説明会への参加者を増やす／地域の子供たちにアウトドア体験をしてもらう

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ 入隊体験説明会への参
加者を増やす

2022/3末 50% ８名のBVSスカウト入隊

２ まち活フェスタへ参加 2022/3末 まち活フェスタに参加しボーイスカウト活
動と調布第３団をアピールする

３ 新指導者の確保 2022/3末 1名以上の新指導者

４ 入隊体験説明会への参
加者を増やす

2022/3末 50% ８名のBVSスカウト入隊



調布第６団

スカウティングを通してより良いコミュニティを創造するため仲間を広げる。

長期活動方針

地域美化行動等で制服姿の露出を増やし、カブスカウトの仲間を広げる。

2022年3月末までの活動目標

新たな指導者を育成し、ビーバースカウト隊の復活を目指す。

団委員長、団委員、隊指導者の人事の一新を図る。

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

平塚吉直



2022年3月末までの活動目標：

調布第６団(1/2) 平塚吉直

地域美化行動等で制服姿の露出を増やし、カブスカウトの仲間を広げる

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１

コロナ自粛が明けたら直ちに
地域美化行動を実施、他活動
も教会庭など目につきやすい
場所で実施する。なお我団の
意味するコミュニティは必ず
しも南武蔵野地区とはリンク
しない。

2021/12/27 70%
2022年度登録カにブスカウトを6名以上登
録

２

今後ベンチャーを終えるスカ
ウトを全て隊指導者となるよ
う導く。具体的には現状のベ
ンチャースカウトは全ての活
動においてジュニアリーダー
の役割を与える。

2023/12/25 50%
新たな指導者カブ隊長又はビーバー隊長が
誕生し2024年度登録にビーバー隊を復活



2022年3月末までの活動目標：

調布第６団(2/2) 平塚吉直

地域美化行動等で制服姿の露出を増やし、カブスカウトの仲間を広げる

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

3
仙川教会内から新たに団委
員となって下さる方を見い
だす。

2024/12/26 30%

2026年度登録に新たな団委員が2名以上誕
生し団委員長、隊指導者の構成が現在とは
刷新されビーバー、カブ、ボーイ、ベン
チャーの４隊が地域的に必要であると認め
られ安定的な運営ができるようになる状態
となっていること

4

全ての年次プログラムに
「ちかい」と「おきて」を
守り地域に奉仕する行動を
体験。地域の他団体との協
力体制も経験する。

2025/12/26 80%

2026年度登録にビーバー隊16名、カブ隊
20名、ボーイ隊16名ベンチャー隊10名以
上の登録が出来地域に必要不可欠な調布第
6団と認められるようになる



調布第9団

団本部周辺地域の環境問題について学び、地域美化活動を通じて地域社会と交流する。

長期活動方針

地域の環境問題について学ぶ

2022年3月末までの活動目標

地域清掃活動の見直しと定着

スカウト活動時だけではなく日常生活における環境活動実施

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

佐藤栄介



2022年3月末までの活動目標：

調布第9団 佐藤栄介

団本部周辺地域の環境問題について学び、地域美化活動を通じて地域社会と交流する

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ 各隊の年間活動棚卸 2021/10末
年間活動の中で環境美化などに関する内容
を確認し課題を抽出する。

２ スカウトへの説明 2021/10末 SDGsの活動がなぜ必要かを集会で説明

３ 団・育成会の年間活動棚卸 2021/10末
団。育成会活動の中で環境美化などに関す
る内容を確認し課題を抽出する。

４
2022年度以降の活動につい
て検討

2021/12末
各隊・団・育成会の活動課題を抽出し、
2023年度以降の環境活動の実施について
検討する。



調布第10団

ボーイスカウト活動でみんなが笑顔になれる世界を目指そう！

長期活動方針

「理解」団内全員がSDGsについて理解を深める

2022年3月末までの活動目標

「実践」各隊でSDGsをテーマとした活動を実施する

「展開」SDGsプログラムを各家庭、地域へ展開する

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

諸越邦男



2022年3月末までの活動目標：

調布第10団 諸越邦男

「理解」団内全員がSDGsについて理解を深める

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ 集会でSDGsに触れる 2022/3末 30% 1回／各集会 SDGsを話題にする

２ (仮)SDGsラリーの企画 2021/10末 50% SDGsの理解が深まる企画になっている

３ (仮)SDGsラリーの計画 2022/2月上旬 70% 実施可能な計画が承認されている

４ (仮)SDGsラリーの実施 2022/3月上旬 100%
団委員長、各隊長による達成度評価80％以
上



狛江第１団

SDG’s 11 住み続けられるまちづくりを2021@多摩川水辺の楽校

長期活動方針

広く市民が活用できる多摩川水辺の楽校の河川敷広場を整備する。

2022年3月末までの活動目標

継続して外来種の植物を駆除し、生態系の変異を是正する。

市民とボーイスカウトが共生し多摩川ベリの自然を楽しめる環境を作る。

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

坂本朗



2022年3月末までの活動目標：

狛江第１団 坂本朗

広く市民が活用できる多摩川水辺の楽校の河川敷広場を整備する。

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ 雑草駆除 2021/9/M 広場を覆うオオブタクサの駆除を実施する。

２ スカウトの日 2021/9/E
外来種アレチウリの駆除を水辺の楽校内で
実施する。

３
デイキャンプで活用できる
広場の整備

2021/10/E
CS, BS隊が活動できる十分な広さを備えた
広場を整備する。

４ ビーバーの秘密基地整備 2021/11/E
草で埋もれたビーバーランド活用できるよ
うに整備する。



狛江第3団

スカウト活動は・SDGsの目標と重なるため、その活動を通じて地域社会に貢献でき
ないか。

長期活動方針

SDGsをテーマにした団行事を実施する。

2022年3月末までの活動目標

スカウト活動の一環として、家庭で取り組むSDGsのプログラムを実施する。

スカウト活動の一環として、家庭と地域で取り組むSDGsのプログラムを実施する。

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

服部英広



2022年3月末までの活動目標：

狛江第3団 服部英広

スカウト活動は・SDG’ｓの目標と重なるため、その活動を通じて地域社会に貢献でき
ないか

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１
ローバー隊による行事案の
検討

2021/10/31 50%
実施要綱案作成し団会議及び団委員会に提
出する。

２ 行事実施に向けた取り組み 2021/11/30 60%
実施要綱案に基づき、実行計画書を作成す
る。

３ 行事実施 2022/3/8 90% 実行計画書に基づき、活動を実施する。

４ 評価反省 2022/3/31 100%
行事実施後に評価反省を行い、報告書を団
会議及び団委員会に提出する。



狛江第5団

新型コロナウイルス感染禍の中でのスカウト増員と団組織の充実化、及び、スカウト
活動の活性化を目指す

長期活動方針

休隊中のビーバー隊の復活及び各隊活動の活性化を図り、地域に活動を㏚する。

2022年3月末までの活動目標

ビーバー隊、カブ隊のスカウト増員と団委員、隊指導者の新規増員に尽力し、地区を
はじめとした大型行事に積極参加する。

各隊の活動の充実化と1級スカウト以上全員の仏教章取得。

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

稲葉穂積



2022年3月末までの活動目標：

狛江第5団 稲葉穂積

休隊中のビーバー隊の復活及び各隊活動の活性化を図り、地域に活動を㏚する。

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１
育成会や地域に募集活動
を展開する

2021年12月末 50%
ビーバースカウト新規入隊者３名（女子ス
カウト含む）。育成会との連携を密にする。
2022年以降は新規入隊者5名を目指す。

２
Open参加可能な活動イ
ベントの計画検討と実施

2021年12月末 70%
団行事（餅つき、クリスマス会）、市民祭
りなどへ、育成会少年部や地域の子供たち
を招待する。

３
募集活動への協力を保護
者達と密に連携を図る

2022年3月末 100%

スカウトの同級生・保護者への活動や募集
内容の紹介とOpen参加行事への参加を促
してもらう。
団のホームページを開設し、保護者や育成
会、地域にPRする（2021年12月開設を目
指す）



府中第1団

SDGsを通じ地域団体と交流を持ちスカウト活動を認知してもらう。（募集活動につ
なげる）

長期活動方針

全指導者がSDGsへの理解を深め、次年度からの年間活動計画に盛り込むための準備
をする。

2022年3月末までの活動目標

各隊でスカウトが取り組むSDGs項目の目標を設定して活動や、家庭で実施する。

団や各隊がSDGsを通じて地域の団体と交流を持ち、その団体にスカウト活動を認知
してもらう。

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

飯原忠一



2022年3月末までの活動目標：

府中第1団 飯原忠一

全指導者がSDGsへの理解を深め、次年度からの年間活動計画に盛り込むための準備
をする。

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１
SDGsについて理解を深め
る

2021/9/1 10%
団指導者研修にて講師等を招き講義をして
いただき理解をする。

２ 各隊メンバー選出 2021/10/1 30% 各隊よりメンバーを選出する。

３ 計画書の作成 2022/1/1 70% 各隊にて実施計画書を作成する。

４ 発表 2022/2/1 80% 団指導者研修にて各隊より発表する。

５
ブラッシュアップして実行
へ

2022/3/1 100% 次年度プログラムに組み込む。



府中第2団

地域と連携し「住み続けられるまちづくりを」の目標に沿って活動する

長期活動方針

SDGsについての理解を深め、個々人及び家庭での取り組みを開始する。

2022年3月末までの活動目標

団の統一目標に沿って、地域と連携し、具体的なプログラムを展開する。

団の統一目標に沿って、地域と連携し、具体的なプログラムを展開する。

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

吉永茂興



2022年3月末までの活動目標：

府中第2団 吉永茂興

SDGsについての理解を深め、個々人及び家庭での取り組みを開始する。

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１ SGDs勉強会開催 2021/8末 50%
スカウト、保護者及び指導者を対象に
SGDsに関する勉強会を開催する。

２
各家庭での目標設定及び実
践

2021/9/1 80%
各家庭で具体的な取り組み目標を決め、実
践する。

３ 隊集会等での発表 その都度 90% 各家庭での取り組みを発表する。

４ 評価 2022/3/1 100%
各隊ごとの成果を団会議で報告。
その後保護者会で報告。



府中第6団

拠点の立地を活かし、地域に根付いた活動を目指したいと思っています

長期活動方針

府中市イベントに参加し、団活動の活性化を図りたいと思案しています

2022年3月末までの活動目標

行事が継続開催により、スカウト募集・団経済面について改善に努力し、成果を出し
たいと思っています。

継続して活動していけることです。

2024年3月末までの活動目標

2026年3月末までの活動目標

上山公子



2022年3月末までの活動目標：

府中第6団 上山公子

拠点の立地を活かし、地域に根付いた活動を目指したいと思っています

No 活動項目 期限 進捗 ゴール（完了基準）

１

拠点に掲示版を設置し、催
しの各種案内を掲示し、地
域の方々に団の存在を認識
して頂く

2022/3/31 60% 各種活動に地域の方の参加が得られた時。

２ 町内会清掃奉仕 2022/3/31 80%
清掃奉仕により、以前のスカウトハウス周
辺の町内会との連携が図れること


